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徳
島
県
三
好
市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
四
国
ま
ん
な
か
交
流
協

議
会
」
に
よ
り
主
催
す
る
婚
活

事
業
の
開
催

回
数
を
増
や

し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に

３
市
合
同
で

の
移
住
フ
ェ

ア
を
開
催
し

ま
す
。

　「
観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
に
基
づ
い
た
講
演
会
や
啓

発
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
、

男
女
が
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　子
育
て
期
に
お
け
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
乳
児
家
庭
の

全
戸
訪
問
や
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、

就
学
前
児
童
親
子
相
談
な
ど
に

お
い
て
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

　観
音
寺
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を
全
天

候
型
へ
改
修
し
ま
す
。

　本
市
に
も
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
お
り
、
人
口
流
出
の
抑
制

や
少
子
化
対
策
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
な
ど
に
「
待
っ
た

な
し
」
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　昨
年
１０
月
に
は
、
地
方
創

生
の
旗
印
と
な
る
「
観
音
寺

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

目
指
す
べ
き
未
来
の
観
音
寺

を
つ
く
る
た
め
、「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
に
対
応
す
る
７
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　平
成
２８
年
度
か
ら
は
、
目

標
の
達
成
に
向
け
、
具
体
的

な
施
策
や
新
し
い
取
り
組
み

に
着
手
し
、
輝
か
し
い
未
来

の
観
音
寺
市
を
つ
く
る
た
め

の
「
挑
戦
」
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　兄
弟
姉
妹
の
年
齢
や
世
帯
の

所
得
に
関
係
な
く
、
現
に
扶
養

す
る
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を

完
全
に
無
料
と
し
ま
す
。

　経
験
豊
富
な
保
育
士
を
活
用

し
、
一
時
預
か
り
や
保
育
相
談
、

若
い
保
育
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
を
行
い
ま
す
。

　乳
幼
児
期
に
重
症
化
し
や
す

い
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

　「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に

民
間
の
活
力
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
実
施
要
件
を
満
た
し
た
事

業
者
へ
補
助
を
行
い
、
教
室
数

の
拡
充
を
図
り
、
需
要
の
拡
大

に
備
え
ま
す
。

　柞
田
、
一
ノ
谷
、
豊
田
の
３

幼
稚
園
を
統
合
す
る
南
部
地
区

の
幼
稚
園
の
造
成
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　市
内
全
域
に
お
け
る
空
き
家

等
の
実
態
調
査
を
行
い
、
正
確

な
状
況
を
把
握
し
、
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
居
住

世
帯
や
、
聴
覚
障
が
い
者
世
帯

等
へ
、
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
貸

与
し
ま
す
。
ま
た
、
貸
与
対
象

世
帯
以
外
の
設
置
希
望
者
に
は
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　伊
吹
島
に
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
整
備
し
、
島
民
の
安
全
・
安

心
を
守
り
ま
す
。

　産
業
活
性
化
に
向
け
て
地
域

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
民

間
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携
協

定
の
締
結
や
協
力
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
広
域

圏
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
市

内
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
す
。

　創
業
や
６
次
産
業
化
を
支
援

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　観
音
寺
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度

を
創
設
し
、
認
証
さ
れ
た
も
の

を
、
観
音
寺
ブ
ラ
ン
ド
認
証
産

品
と
し
て
情
報
発
信
し
、
販
売

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
す
る
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　旧
紀
伊
小
学
校
校
舎
を
「
ふ

る
さ
と
学
芸
館
」
と
し
て
活
用

し
、
観
音
寺
市
の
考
古
学
、
歴

史
学
、
民
俗
学
お
よ
び
自
然
科

学
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
収
集
、

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

生
の
体
験
学
習
や
教
養
学
習
講

座
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　自
治
公
民
館
の
改
修
費
用
の

補
助
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
い
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　人
権
教
育
、
人
権
啓
発
に
つ

い
て
の
講
演
会
や
講
座
を
開
催

し
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　民
間
住
宅
の
耐
震
改
修
へ
の

補
助
に
加
え
て
、
一
定
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
住
宅
の

簡
易
な
改
修
に
対
す
る
補
助
や
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
、
耐
震
ベ
ッ

ド
の
設
置
を
国
・
県
と
連
携
し

て
促
進
し
ま
す
。

　坂
本
跨こ

線せ
ん

橋
き
ょ
う

の
落
橋
防
止
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

を
見
直
し
、
市
道
に
架
か
る
全

て
の
橋
の
修
繕
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　消
防
屯
所
と
消
防
自
動
車
の

更
新
を
進
め
ま
す
。

　都
市
計
画
道
路
中
央
七
間
橋

線
の
全
線
開
通
に
向
け
た
整
備

を
継
続
し
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
利
便
性
や
回
遊
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　道
路
整
備
は
、
優
先
順
位
に

基
づ
き
、
改
築
や
舗
装
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　計
画
的
に
地
籍
調
査
を
進
め

ま
す
。

　平
成
３０
年
の
就
航
を
目
指
し
、

伊
吹
航
路
の
新
船
建
造
に
着
手

し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
観
音
寺

港
と
伊
吹
漁
港
に
設
置
す
る
浮

桟
橋
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　新
規
就
農
者
の
定
住
に
向
け
、

賃
貸
住
宅
の
家
賃
補
助
と
住
宅

取
得
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を

開
始
し
ま
す
。

　大
都
市
圏
に
お
け
る
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　移
住
希
望
者
に
向
け
た
相
談

会
を
首
都
圏
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
定
住
の
意
思
を
も

っ
て
転
入
す
る
人
に
、
賃
貸
住

宅
の
家
賃
と
契
約
時
に
か
か
る

初
期
費
用
の
補
助
を
開
始
し
ま

す
。　新

市
民
会
館
は
、
平
成
２８
年

度
内
の
竣
工
、
平
成
２９
年
４
月

の
開
館
に
向
け
て
準
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
冠
事
業
や
愛
称

募
集
な
ど
の
プ
レ
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
文
化

芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設

を
整
備
し
、
市
民
会
館
と
一
体

的
な
活
用
を
行
い
ま
す
。

　『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

６
』
に
お
い
て
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
も
っ
て
お
迎
え
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
滞
在
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　「
観
音
寺
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
観

光
交
流
に
結
び
つ
く
研
究
開
発

を
進
め
ま
す
。

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
、

分
か
り
や
す
い
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
伝
え
ま
す
。

　地
域
サ
ロ
ン
の
開
設
や
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　の
り
あ
い
バ
ス
は
、
路
線
の

大
幅
な
見
直
し
や
、
Ｊ
Ｒ
予
讃
線

お
よ
び
三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を

行
う
た
め
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　愛
媛
県
四
国
中
央
市
お
よ
び

　３
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
に
、
白
川
晴
司
市
長
が
施
政
方

針
を
表
明
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
政
運
営
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

ひ
と
が
元
気
、
ま
ち
が
元
気
、

　
　
　や
さ
し
さ
と
元
気
印
の

　
　
　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

平
成
28
年
度 

市
長
施
政
方
針

地
方
創
生
へ
の「
挑
戦
」

　輝
か
し
い
未
来
の

　
　
　観
音
寺
市
を

　
　
　
　つ
く
る
た
め
に

子
育
て
と
教
育
に
地
域
で

　取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

　
　豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り

お
も
て
な
し
の
心
が

　あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

女
性
が
輝
く

　
　
　ま
ち
づ
く
り

い
き
が
い
を
持
ち
、
健
康

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

①
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

②
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　活
か
し
た
地
域
づ
く
り

基
本
的
な
考
え
方

地
方
創
生
に
向
け
て

総
合
振
興
計
画
に

　
　基
づ
く
事
業

ＫＡ

ＯＮ

Ⅰ Ｊ

Ｎ

かんおんじフェア大阪

人権講演会

四国まんなか市長サミット



45

勢
の
整
備
や
、
支
援
制
度
の
充

実
に
よ
り
、
若
い
担
い
手
の
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　魚
種
の
保
護
育
成
を
目
的
と

し
た
ヒ
ラ
メ
、
車
エ
ビ
等
の
重

要
稚
仔
の
放
流
を
実
施
し
ま
す
。

　以
上
が
、
平
成
２８
年
度
に
お

い
て
取
り
組
む
、
地
方
創
生
に

向
け
た
重
点
施
策
と
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
く
主
要
施
策
で
す
。

　こ
れ
ら
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
で
き
る
柔
軟
な
行
財
政
基
盤

を
創
り
あ
げ
る
た
め
、「
量
」
か

ら
「
質
」
へ
の
行
政
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
が
必
要
で
す
。

　「
観
音
寺
市
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
」
お
よ
び
「
観
音
寺
市
行

政
改
革
推
進
計
画
」
を
実
行
し
、

財
政
の
健
全
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

　ま
た
、「
観
音
寺
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

長
期
的
な
視
点
で
公
共
施
設
の

削
減
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　さ
ら
に
、「
が
ん
ば
れ
観
音
寺

応
援
寄
附
金
」
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
や
、

お
礼
の
産
品
の
大
幅
な
見
直
し

な
ど
、
寄
附
者
が
さ
ら
に
利
用

し
や
す
い
制
度
と
し
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　平
成
２８
年
度
は
、
観
音
寺
市

に
と
っ
て
、
新
し
い
１０
年
の
幕

開
け
と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　私
は
、
市
政
の
舵
取
り
役
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持

つ
ま
ち
の
良
さ
を
磨
き
、
重
点

施
策
を
推
し
進
め
、
人
口
減
少

に
も
対
応
し
た
持
続
可
能
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
を
実

現
し
、「
や
さ
し
さ
と
、
元
気
印

の
か
ん
お
ん
じ
」
を
次
の
世
代

に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、
実
践
し
、

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
「
挑

戦
」
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策

定
し
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化

予
防
な
ど
に
取
り
組
み
、
健
康

づ
く
り
と
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
ま
す
。

　「
観
音
寺
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
や
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

　「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
へ
の
円
滑

な
移
行
を
進
め
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　重
度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め

ま
す
。

　「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
基

づ
き
、
障
が
い
の
有
無
に
よ
り

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
相
談

窓
口
の
開
設
や
啓
発
な
ど
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　生
活
保
護
業
務
を
適
正
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
困
窮

者
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

　「
観
音
寺
市
教
育
大
綱
」
に
基

づ
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
び
、
高

め
合
え
る
よ
う
な
教
育
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
拡

充
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
配
置
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　市
民
が
体
験
し
た
太
平
洋
戦

争
の
事
実
等
を
ま
と
め
る
「
戦
争

体
験
記
」
の
編
集
を
進
め
ま
す
。

　国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
「
大

野
原
古
墳
群

　椀
貸
塚
古
墳

　

平
塚
古
墳

　角
塚
古
墳
」
の
幅

広
い
活
用
を
図
り
ま
す
。

　「
観
音
寺
市
生
活
排
水
処
理
構

想
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
生

活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
と
普

及
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
整
備
計
画
の
見
直

し
に
も
着
手
し
ま
す
。

　ご
み
の
分
別
の
徹
底
と
再
資

源
化
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　水
道
施
設
に
つ
い
て
、
計
画

的
に
基
幹
管
路
等
の
耐
震
化
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
雲

岡
配
水
池
の
更
新
事
業
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　県
内
全
域
で
の
水
道
事
業
の

統
合
に
向
け
、
香
川
県
広
域
水

道
事
業
体
設
立
準
備
協
議
会
に

お
い
て
、
引
き
続
き
関
係
団
体

と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　常
磐
地
区
の
排
水
路
整
備
に

本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。

　農
業
委
員
会
に
お
い
て
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
た

に
委
嘱
し
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
農
地
集
積
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　農
業
生
産
法
人
等
に
よ
る
新

規
就
農
希
望
者
の
受
け
入
れ
態

平成２８年９月末まで
出入りできません。

観音寺中央高等学校

一の谷川

観音寺市役所

三観広域
防災センター

中央
図書館

商
工
会
議
所

コンビニ

飲食店

三観広域
消防本部
南消防署

社会福祉
センター

中央公民館
働く婦人の家
共同福祉施設

保健
センター

観音寺市役所
跡地

三豊地区
電子計算
センター

・昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅

　（枠組壁工法、丸太組工法および大臣の

特別な認定を得た工法等は除く）

・一戸建、長屋、併用住宅の所有者

・市税の滞納がないこと

・建築基準法の違反がないこと

問い合わせ先　建設課建築係　☎２３－３９４２

耐震改修工事後、上部構

造評点が１．０以上となる

同時にリフォーム

工事をする

同時にリフォーム

工事をする

最高９０万円

５分の４補助
（上限２０万円）

５分の４補助
（上限１０万円）

◆補助額◆ ◆補助額◆

◆補助額◆

◆補助額◆ ◆補助額◆

最高５０万円
最高２０万円

◆上部構造評点とは

耐震改修工事後、上部構

造評点が０．７以上となる

１．５ｍ以上の家具を固定し耐震シ

ェルター等を設置して身を守る

耐震診断をする際に木造家屋の

倒壊を判定する数値のことで評

点は下記の４つに分類される

上部構造評点 判　定

１．５以上 倒壊しない

１．０以上１．５未満 一応倒壊しない

０．７以上１．０未満 倒壊する可能性がある

０．７未満 倒壊する可能性が高い

１０分の９補助（上限９万円）

１　まずは 耐震診断 を受けましょう

◆補助額◆

本格的な
耐震改修をする

簡易な
耐震改修をする

耐震シェルターを設置する

２　診断の結果 倒壊する可能性がある

　　または 高い と判定が出たら

工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

・改修工事やシェルター設置後、その家に

住み、生活すること

・　　　　については、県内に営業所を有

する事業者が工事をすること

・　　については、木造家屋のみとする

要 件

要 件

第１期駐車場整備工事
工期（予定）

　平成２８年５月から

　平成２８年９月末まで　　

※第２期駐車場整備工事期間中の

施設利用者の駐車場となります。

第２期駐車場整備工事
工期（予定）

　平成２８年１０月から

　平成２９年１月末まで

問い合わせ先

　総務課　☎２３－３９００

住まいの耐震化 補助額引き上げ

平成２８年度 市役所構内整備工事の予定

耐震改修をする

1

・　　については、木造家屋のみとする・　　については、木造家屋のみとする2

・　　　　については、県内に営業所を有・　　　　については、県内に営業所を有1・　　　　については、県内に営業所を有・　　　　については、県内に営業所を有2

耐震改修をする

2 耐震シェルターを設置する3新規

変更

変更

1

1 22

③
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

④
人
と
文
化
が
輝
く

　生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

⑤
海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

⑥
豊
か
な
地
域
資
源
を

　生
か
し
た
い
き
い
き
産
業
の

　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

終 

わ 

り 

に
幼稚園による

稚仔放流

大野原古墳群特別公開
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　観音寺市では、気象情報や避難情報など

の緊急情報を迅速に市民の皆さんへお知ら

せするため、４月１日から、同報系防災行

政無線の運用を開始します。

　この同報系防災行政無線の屋外拡声子局

（屋外スピーカー）は市内１４７カ所に設置し、

一斉に放送したり、地域を指定して放送し

たりすることができます。

　放送区分等は右ページのとおりです。

番号 設 置 箇 所 番号 設 置 箇 所 番号 設 置 箇 所 番号 設 置 箇 所

1 市役所 38 吉岡西 75 下林集落センター 112 直場

2 室本港 39 植田上自治会場 76 林中 113 大平木

3 西下集会場 40 中部保育園 77 大野原会館 114 本村

4 明上公民館 41 大長自治会館 78 東村自治会館 115 関谷

5 高室公民館 42 千田公民館 79 柏原構造改善センター 116 西原

6 東丸山団地 43 市総合運動公園 80 ふれあい会館紀伊 117 箕浦自治会館

7 当免内浜霊神社 44 香川西部養護学校 81 奥谷別所公民館 118 川東

8 観音寺中学校 45 出作南自治会館 82 奥谷自治会館 119 五郷分団屯所

9 八幡湛水防除ポンプ場 46 大池団地 83 粟井池之内公民館 120 内野々集落センター前

10 岡東公民館 47 黒渕団地 84 丸井池之内集落センター 121 落合

11 コミュニティ防災センター 48 山田ふれあい緑地 85 萩の丘公園 122 豊稔池

12 水道局茂木浄水場 49 境八幡神社 86 萩のふるさと会館 123 田野々地区農業集落排水処理施設

13 観音寺東分団屯所 50 大畑構造改善センター 87 赤岡上公民館 124 田野々自治会館

14 郷土資料館 51 柞田公民館 88 上杉林集落センター 125 田野々上

15 西公民館 52 下野公民館 89 八兵自治会館 126 海老済石砂

16 明星児童公園 53 中出自治会館 90 市大野原支所 127 海老済

17 観音寺西分団屯所 54 上出自治会館 91 萩の湯 128 有木

18 琴浪自治会館前 55 油井グリーンハイツ 92 石砂研修センター 129 市伊吹支所

19 給食センター 56 玉田自治公民館 93 白坂自治会館 130 伊吹保育所

20 衛生センター 57 八丁自治会駐車場 94 屋敷上会場 （豊浜町自治会施設）

21 三本松緑地 58 木之郷公民館 95 須賀東 301 五軒屋自治会館

22 下津団地 59 はがみ苑 96 水道局一の宮浄水場 302 須賀公民館

23 聖母幼稚園 60 豊田公民館 97 わたつみ苑 303 南公民館

24 観音寺警察署 61 向新田公民館 98 東浜 304 港町公民館

25 下出 62 信末自治会館 99 豊浜中学校 305 東町公民館

26 中部中学校 63 大中公民館 100 市豊浜支所 306 本町公民館

27 JA常磐支店 64 大原西ノ池 101 二軒屋 307 上田井下集会所

28 常磐分団屯所 65 粟井公民館 102 豆塚公民館 308 雲岡公民館

29 県営常磐団地 66 旧紀伊小学校 103 豆塚上自治会館 309 長谷公民館

30 本村自治会館 67 出晴太鼓倉庫 104 高松集落センター 310 道溝公民館

31 吉岡自治会館 68 百々公民館 105 寺家集落センター 311 梶谷公民館

32 一ノ谷小学校 69 安井公民館 106 大福太鼓倉庫 312 大平木公民館

33 古川町 70 残水東 107 高尾 313 大坪公民館

34 高樋下公民館 71 十三塚 108 雲岡 314 野々池公民館

35 一ノ谷池 72 花稲北自治会館 109 院内 315 関谷公民館

36 粟屋集落センター 73 花稲分団屯所 110 梶谷 316 堀切自治会館

37 池之尻団地 74 先林構造改善センター 111 南部集会所 317 箕浦東集会所

※　右の地図と合わせて位置を確認してください。

夜間、早朝に関係なく随時放送します

（チャイム音またはサイレン音＋音声放送）

①緊急地震速報（市内震度４以上）

②津波注意報、津波警報、大津波警報

③気象に関する警報（大雨、洪水、暴風、

　暴風雪、大雪、波浪、高潮）

④土砂災害警戒情報（大雨警報（土砂災害）が

発表されている状況で、土砂災害発生の危険

度がさらに高まったとき、県と気象台が共同

で発表する情報）

⑤気象に関する特別警報（大雨、暴風、高潮、波浪、

暴風雪、大雪）

⑥国民保護情報（弾道ミサイル攻撃、大規模テロ情

報など）

⑦避難情報（避難準備情報、避難勧告、避難指示、

避難所情報など）

⑧火災発生情報（火災の発生を該当地域の子局から

お知らせします）

※落ち着いて、放送内容に即応した行動を開始し、

次の放送に注意を払ってください。

  １　緊急放送

原則、午前８時３０分から

午後５時１５分までの間に

放送します

（チャイム音＋音声放送）

①市民の安全や生活環境

に関わるもの

②行政情報、その他放送

する必要があると認め

られるもの

  ２　一般放送

※訓練放送や、設備の保

守管理のため、屋外ス

ピーカーやサイレンの

テスト放送を行うこと

があります。ご迷惑を

お掛けしますが、ご理

解とご協力をお願いし

ます。

※放送が聞き取れなかっ

た場合は、録音された

放送内容を電話で確認

することができます。

　　放送確認専用電話

　　　　☎２５－１０５０

  そ の 他

　設備の動作確認のため、

毎日、定められた時刻に

チャイム音を放送します。

  ３　定時放送

同報系防災行政無線の運用を開始します

屋外拡声子局設置箇所

４月１日から
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危機管理課　☎２３－３９４０
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